
市民団体との協働
市民との交流事業 等

〇ウランバートル「ソンギノハ
　イラハン区」の縁：モンゴル語
　でソンギノは「韮」、ハイラハン
　は「山」で、市内の世界遺産
　「韮山反射炉」に因み姉妹
　都市交流があった
〇柔道人口が多い

〇県の地域外交課と教育委員会が同行し、高校生の交流事業、モンゴルの
　平和キャンプ視察や教育・科学省、火力発電の技術研修生受け入れのため
　にエネルギー省など訪問 [H26.11.17～21]
〇文化・スポーツ・観光省、モンゴルオリンピック委員会、オリンピック強化
　選手が練習するスポーツパレスなどを訪れ、市の紹介とモンゴル選手団の
　状況、事前合宿誘致への条件などについて協議
〇モンゴルの訪問団が市長、教育長を表敬訪問 [H27.3.24-26]

各自治体のキャンプ地・スポーツイベント等招致事業

千葉県 山武市 スリランカ

水泳
射撃

バドミントン

選手・コーチ
40～50名

〇スリランカの子どもを支援
　する奨学金制度を立ち上げ、
　支援を続けている、市内の
　元中学校長が、同国政府と
　パイプを持つ高僧を市に紹介
〇市内に登録されている在留
　外国人約800人のうち、
　１割をスリランカ人が占める

〇双方の中学生等を派遣し現地スポーツや文化等を体験させる交流事業
〇2020東京オリンピック・パラリンピックを盛り上げるアイディア募集事業
　市内の小5～中3から募集。優秀な案を市が事業化し、オリンピック・
　パラリンピックの機運を高める＊最優秀賞は小学校5年生男児のアイディア
　「山武市と一緒にオリンピック（山武杉を使用したお守り作成）」
〇選手団が市民らとの交流会に参加
〇市がスリランカの青少年スポーツ発展の為スポーツ用具等を贈る活動実施
〇市に射撃場等の施設はないが、「選手団の目的は競技練習ではなく、
　時差や気候に慣れる事。練習は学校の体育館などで大丈夫」との回答

2020東京オリンピック・パラリンピック（キャンプ地内定）

県 市 誘致国 誘致競技
誘致国 / 誘致競技

決定の経緯

H27.9.2神奈川県、小田原市、箱根町、大磯町、そして星槎グループが事前キャ
ンプ地の協定書を締結した。地方自治体と民間事業者が広域的に連携した協
定は、全国初の取り組み

福岡県 福岡市

東京都

静岡県

焼津市

モンゴル

レスリング

北京五輪銀メダリストの松永共
広、ロンドン五輪出場の長谷川
恒平の両選手を輩出した県内レ
スリングの聖地であるため

〇 「焼津市東京オリンピック・パラリンピック推進本部」立ち上げ [H27.3.16]
〇モンゴル副大臣が市長訪問
〇副知事、県レスリング関係者と深海魚漁船で焼津港見学、シーガルドーム
　で交流会開催 [H27.5.18]
〇レスリング合宿等誘致に向け、日本レスリング協会・アルソック等と打ち合せ
〇合宿開催に向け、競技団体、ホテル旅館組合等と調整

スウェーデンはH19の北京五輪
でも福岡市で事前合宿を行い、
選手団からの評判が良かった

〇国家戦略特区、国内第１号として、エリアマネージメントが認められた為、
　道路を使ってのおもてなし、市民とのふれあいイベント等を開催（予定）
〇スウェーデン五輪委員会のメンバーが視察 [H27.4]

スウェーデン

伊豆の
国市

柔道

神奈川県
小田原市
箱根町
大磯町

エリトリア 陸上等

世田谷区 アメリカ

ラグビー

メイン練習会場の1つを運営す
る企業「星槎グループ」が同国
のスポーツ選手を支援していた

H27.10.19訪町したモンゴル・フェンシング協会幹部と合意書に調印。モンゴル
はフェンシングで五輪に出場した経験はないが、年１回程度モンゴルの強化合
宿を受け入れる

岐阜県
県内
各市

イギリス
陸上、ホッケー、
ラグビー、カヌー

など7競技

H27.8に高山市・下呂市で合宿
した選手が世陸北京大会で、5
千m,1万mの2冠達成

青森県 今別町 モンゴル フェンシング

H8のアトランタ五輪から3大会
連続で活躍したフェンシング日
本代表監督の出身地

北都銀行バドミントン部と試合、
選手交流の他、一時、同国オリ
ンピッククラス選手が指導にあ
たっていた

副知事、秋田県バドミントン協会会長（北都銀行 斎藤頭取）とともに、
インドネシアを訪問（インドネシアは、バドミントンが国技で上位入賞常連国）

「信州のスポーツ環境魅力発信事業」受託者募集
東京オリンピック・パラリンピック等各種スポーツイベントにおける事前合宿
誘致のためのＰＲ用広報媒体（パンフレット[日本語・英語]、ＤＶＤ）の作成
 [受託期間H27.10.23まで]

北部九州
４県

佐賀、大分
福岡、長崎

オランダ
スペイン
ドイツ

柔道
（空手）

佐賀県が有田焼創業400年に
向けてオランダ大使館と連携協
定を結んでいる

佐賀県スポーツコミッションが視察ツアーを企画し、福岡県、大分県、長崎県を
入れた北部九州４県が広域的に連携して取り組む
オランダ駐日大使が県庁にて知事と会談「文化面だけでなく、農業や自然エネ
ルギーなどさまざまな分野で協力を深めたい」と語った

熊本県

秋田県

インドネシア バドミントン

フィジー

多種多様な施設が一箇所に集
約され、交通整備がされている
ロケーションや、住民が親切で
あることをUSOCが評価

○H27.11.13味の素ナショナルトレーニングセンターで締結式を行った
○アメリカ選手団と区の子どもたちとの交流も締結内容に含まれている
○各競技の選手は主に区立大蔵運動場、および大蔵第二運動場陸上競技
場、体育館、アリーナ、温水プール、トレーニングルーム等の施設を活用予定

2020東京オリンピック・パラリンピック（キャンプ地誘致活動中）

同委員会が県内のスポーツ施設を高く評価し、委員会側からの提案により協定
締結に合意した。古田知事が11月に調印のため訪英

地元クラブチーム選手の出身国 国際的ラグビー連盟と非常に繋がりの強い人物がおり、地元クラブ
「ノーザンブレッツ」に外国の有名なラグビーチームから選手が来ているため、
人的な要素を加味して誘致の意向

長野県

蒲島知事がインドネシア・バドミントン協会会長に提案。商工会議所や観光協
会、県のバドミントン協会、熊本大学などの関係者約100人が知事とともにイン
ドネシアを訪問し、新たな交流を模索。熊本ではインドネシア人気が高まってお
り、インドネシアからの観光客も増えている

熊本県の男子バドミントン実業
団チームに、インドネシア人選
手が所属したことがあったバドミントンインドネシア

補足資料６


